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一つの遊びでも、多様な感覚を育てることができるところが「感覚遊び」のよ
さです。 
他にもたくさん日常生活の中で楽しめる「感覚遊び」がありますので、親子で
新しい遊びを考えて楽しんでみてはいかがでしょうか。 

家庭でできる感覚遊び 

近年、子供が外で遊ぶ機会が減少していると言われています。体を上手に

動かすことと文字を丁寧に書いたり、落ち着いて学習したりすることは、あまり

関係なさそうですが、実は深いつながりがあります。 

今回のかわせみ教室通信では、体を上手に動かすことができるようになる

ための活動の一つである「感覚遊び」を紹介します。 
 

 
１ バランス感覚を育てる 
・ケンケンパ、ブランコや滑り台での遊び                

・回転する椅子などでクルクル回る          

・布団やマットの上でゴロゴロ転がって遊ぶ 
・一本橋わたり、手押し相撲、片足立ち競争 

 

２ 体の動きを調整する力を育てる 
・フラフープを転がしたり、キャッチしたりする   

・洗濯物をたたんだり、重たいものを持ったりするような手伝い            

・キャッチボールや風船を使った遊び、けん玉やコマ回しなどの昔遊び       

３ 触った感覚を育てる 
・お風呂で泡遊び 
・お米をとぐ、レタスをちぎるなどのお手伝い 

・裸足で砂場や芝生の上を歩く。 
 


